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　患者から採血した血清に125　1－T8を添加すると血清

TBGの未結合部分に比例して1251－T8がTBGと結

合する。この未結合部分は甲状腺機能に逆比例して変

動する故に，これを知る方法として未結合部分に結合

した後に残っている遊離1251－T8の測定が考えられ，

吸着手技に関連して種々の方法（赤血球，陰イオン交

換樹脂，チャコール，セファデックス，などに吸着させる）

が報告されてきた。

　今回，米国のMallinckr。dt社より試験管にcoat－

i㎎したTs抗体に遊離125エーT8を吸着させる方法を

用いたSPAC　T8　Up　tak6　Kitを入手することができ

たので，このKitにおける基礎的検討を行なうととも

に．正常人，甲状腺機能充進症，甲状腺機能低下症お

よびその他の疾患について検討を行なったので報告す

るo

L　基礎的実験の内容

　1）工ncubation時間の影響

　2）工ncubation温度の影響

　3）血清量の変化による影響

　4）再現性

　5）Re・s－O－－Mat　T8値との相関

　6）トリオソルプ値との相関

2．臨床的検討

　　正常人68例（男子40例．女子28例，年令
　18～41才）についての平均値は1．Ol±0．09で0．79

　～1．22に分布した。甲状腺機能充進症では1．42

　±0．18（1．02～1．78），甲状腺機能低下症0．82±

　0．12（0．68～1．14）であり，肝硬変では正常人と

　ほぼ同値であった。又ネフローゼでは1．18±0．10

　（O．9　5～1．33）と高値を，妊婦では0．77±O．06

　（0．68～0．88）と低値を示した。

　　’SPAC　T3　UPTAKE　KIT”の使用経験
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　甲状腺ホルモンであるTriiod。thyTonine（Ts）及び

Thyroxine（T4）は，血中に於て，　Thyroxinθbind－

ing　protein（TBP）と結合して存在する。　T　B　Pと

しては3種類が知られているが，その中でもThyrox－

inθbinding　gユobuユin（TBG）との親和性が最も強く，

Tsでは約70％が，又T4では約75％がTBGと結合して存

在すると云われている。

　〔原理〕Ts　Uptakeは，随1－T3と測定試料とを反応

させる事により，TBGの未結合部分に1251－Tsを結

合させ，後に未反応の遊離1251－T3を吸着物質に吸着

させ，測定するものである。吸着物質としては，レジ

ンやセファデックス，タルク等が用いられて来たが，

今回我々が検討する機会を得ft　MallinckrOdt社の’S

PAC　Ts　UPTAKE　KIT”は，既にTs抗体がcoati㎎され

ている試験管を用いて，遊離1251－T3を結合させる方

法である。

　〔検討内容及び方法〕同時再現性：低，中，高3濃

度の血清を用い，lo回の同時測定を行なった。

日差再現性：測定直前まで一20℃に凍結保存してお

いた，低，中，高3濃度の血清を用いて，10回の異

なった測定に於ける再現性を検討した。他法との比較

：THYROTEST－3（Nuclear　Medical　Laboratories）

及びTRIOSORB（ダィナボットRI研究所）の2法と，

本Kitとの比較を行Zirった。反応温度及び時間：Sta－

ndard及び3種類の血清試料を用いて，　Incubation開

始より2hr後までの反応を観察した。又，反応温度に

関しては，4℃，RT（25℃），37℃の3条件を設定

し，測定を行なった。各種疾患別Ts－Uptake％を検

討した。

　〔結果〕同時再現性については，低中，高3濃度共

変動係数4％以下の良好な結果を得た。TRIOSORBとの

比較では，相関係数r　＝　O．9553，回帰式y＝1．0862x＋

12．5718，又THYROTEST－3との比較に於ては，r＝08976，

y＝1．2841x－5．7・153と云う結果を得た。反応時間を観察

した所，Standarq　3種類の血清試料共に，時間の経過に

伴ない，count数は上昇して行ったが，反応開始後約25

分で，Ts－Uptake％値としては変化を認めなかった。又．

温度条件に関しては，RT，3？℃間で，ほとんど差を認め

なかった。

　〔結語〕本法は，必要血清量が25μ4と少ないうえ，

反応温度及び反応時間にあまり左右されない等，rou－

tine検査として十分有用な方法であると云う結果を

得た。
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